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松　本　照　敬

まえがき　筆者は、1971–72年、1977–78年の 2度にわたってオランダ・
ライデン大学に留学した。1度目の指導教授ルエッグ先生は、筆者に
「ラーマーヌジャの研究を続けてゆくならタミル語を学んだ方がよい。よい
先生を紹介する」とおっしゃって、ゴーヴィンダンクッティ講師を紹介して
下さった。
　インド人の同講師はライデン大学で学位を取得され、オランダに帰化し
て、現在は Gopi MENONと名乗っておられる。
　10月に講座が開かれた時、聴講生は、筆者と女子大生 2名の計 3名で
あった。講師は、「タミル語はサンスクリット語のように文法が難しくな
いので、テクスト読解しながら必要に応じて説明する」とのことで、文字
の修得を終えると、直ちに会話体のテクストを読み始めた。前期の授業は
このようにして 3人が順にテクストを読み進め、講師がこれに解説を加え
るという形で進行した。
　後期に入ると、既婚者の女子学生が、ご主人が長期の外国出張になると
いうので付添いの為休学した。もう 1名の女子学生は、他の課目の予習が
忙しいとのことで受講をやめてしまった。
　後期授業は、講師と筆者とのマンツーマンになった為、会話文のテクス
ト講読を終わりにし、やさしい選文集を読み進めた。選文集には、巻末に
語彙が記されていたので、本格的に辞書を引くこともなく読解すること
ができた。（「現代タミル文学作品 2例」、『智山学報』第 29巻、pp. 131～
143）選文集を読み進める合間に、タミル語の英文文法書を参照してノー
トを作成した。それがこのたび本紀要に掲載するノートである。
　2度目の留学の折は、指導教授は T.E. フェッター先生となったが、同教
授もタミル語の勉強は続けるようにと勧めて下さったので、再びゴーヴィ
ンダンクッティ講師の指導を受けることになった。2度目のテクスト講読
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は選文集ではなく、シヴァ教の古詩であった。この折の成果は、『成田山
仏教研究所紀要』に掲載した。（「タミル語古詩 2篇」、第 4号、1979、pp. 

285～ 330）
　今回掲載するノートは、拙いものではあるが、初めてタミル語に取組も
うとする学生にとっては、何らかの役に立つであろうと考えた次第であ
る。タミル語の専門家のご叱声をお願いしたい。

　タミル文字という特殊な文字の印刷をお引き受け下さった（株）東京プ
レスのみなさん、とりわけ、担当の橋本和加子さん、および校正等に助力
して下さった伊藤照鏡助手に篤く感謝の意を表したい。

 ― ― ― ╳ ― ― ― ╳ ― ― ― ╳ ― ― ― ╳ ― ― ― ╳ ― ― ― 
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タミル語初等文法

松　本　照　敬　編

Ⅰ．タミル語初等文法

〔タミル語の文法書〕　日本語で書かれたタミル語の文法書は、まだ公刊さ
れていない。欧文の文法書もあまり多くないが、次の書が標準的なものと
してよく利用されている。

　G.U. Pope, A Handbook of the Tamil Language, New Delhi, 1855, (7th ed. 

1904), rep. 1979.

　A.H. Arden, A Progressive Grammar of the Tamil Language, 1891, (5th ed. 

1942), rep. 1976.

〔タミル語と文学の概要〕
a). タミル語は、南インドを中心に
用いられているドラヴィダ系言
語の 1つであり、現在 3千万人
以上の人々によって使用されて
いる。

 　右の図により、その使用地域
のおおよそについて知ることが
できるであろう。

 　文学語と日常語があり、標準
語が定まっていないため修得す
るのが困難である。 辻 直四郎 責任編集『印度―悠久なる

文化の全貌―』名著普及会、復刻版、
昭和 61年、p. 687．
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b). タミル語最古の文献は、『トルカーッピヤム』という名のタミル語の文
法書であり、紀元 1世紀の成立と推定されている。
　タミルの古典文学は、サンガム（またはシャンガム）文学と総称される
詩篇である。
　『Pattup t.t.u』(十田園詩）と『Et.t.uttokai』(八詞華集）とに分類されている。
内容的には、Akamと Puramに二大別され、前者は主として恋愛をテーマ
にしており、後者の主要テーマは戦争である。
　5世紀ころの成立と推定される『Tirukkural.』は 1330の箴言詩の集成と
して著名である。
　後期サンガムの文学中に、初めての叙事詩『Cilappatik ram』がある。
貞節な婦人カンナキの物語りである。この物語りの続きとして描かれた
『Man. imekalai』は、仏教教理を記述するタミル文献としても重要である。
　600年から 900年にかけては、バクティ文学の時代である。ヴィシュヌ
教のアールワールたち、シヴァ教のナーヤナールたちが、神に対する愛
（バクティ）の感情を熱烈に唱いあげたものである。
　9世紀のマーニッカヴァーサハルによる『Tiruv cakam』は特によく知
られた詩篇である。
　900年から 1200年にかけては、叙事詩の時代とよばれ、『C vakacint ma.ni』
『C l. man. i』や、『Periyapur n. am』が作成された。また Kampan

¯
がサンス

クリットの『ラーマーヤナ』にもとづいて『Ir m vataram』を作った。
　1200年から 1650年にかけては、文学が衰退して見るべきものが少いが、
それ以降、西欧文学、キリスト教の影響を受け、独立のタミル文学が著さ
れるようになっている。
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Ⅱ．タミル語文法　略抄

1．タミル語の文字と発音

1）文字
　タミル語には、12の母音文字と 18の子音文字がある。その他サン
スクリット語から入った語の音を写すための 5つの子音文字がある。

　a）母音文字
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　　　 a  i  u  e  ai o  au

　　　〈注〉 は格語尾のときは、 , のように発音される。
　　　　 　 , は語頭では、wo, w のように発音される。

　b）子音文字
　　　破裂音　 　 　 　 　
　　　　　　　 ka ca t.a ta pa

　　　鼻音　　 　 　 　 　
　　　　　　　 n.a ña n.a na ma

　　　半母音　 　 　 　 　 　 ‖ 　
　　　　　　　 ya ra la va l.a l

¯
a r

¯
a n

¯
a

　　　〈注〉 子音のみを表すときは、文字の上に pun
¯

n
¯

iと呼ばれる •をつ
ける。

　　　　　（例） ， ， ， ， ，etc.

　c）子音と母音の統合
　子音文字の基体にさまざまな記号を付して、子音と母音を結合させ
る。その仕方は、次のとおりである。

○ の表記．…… •のない子音文字には a音が含まれている。
　　（例） ＝ ka　　　 ＝ k
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○ の表記．…… 2通りの方法がある。
　　（1）子音文字＋ 　　（例） ＋ ＝ （k ）
　　（2） ， ， は を加える。
　　　　 ＋ ＝ ， ＋ ＝ ， ＋ ＝

○ と の表記．…… および を加える。
　　（例） ＋ ＝ (ki）， ＋ ＝ (k）

○ と の表記．……いく分複雑であり、次のように表される。
　　（1） ＋ ＝ ； ＋ ＝
　　（2） ， ， ＝ ， ； ， ； ， ：
　　（3） ， ， ， ＝ ， ； ， ； ， ； ， ：
　　（4） ＝ ， ，　 ＝ ， ，　 ＝ ， ，
　　　　 ＝ ， ，　 ＝ ， ，　 ＝ ， ，
　　　　 ＝ ，

○ と の表記．
　　　 ＋ ＝ ； ＋ ＝

○ の表記．……2通りの方法がある。
　　（1） ， ， ， は を付す。 ， ， ，
　　（2）上記以外の文字は を付す。
　　　　（例） ， ， ，   etc.

○ と の表記．
　　 は ＋ の形となる。　（例） ，
　　 は ＋ の形となる。　（例） ，

○ の表記．
　　 と を付す。　（例）  (kau)，  (vau)

　　　＊  (au) の代わりにしばしば が使われる。

Y01成田山紀要46　松本照敬先生横組　3校.indd   6 2022/09/08   9:15:30



7タミル語初等文法ノート

　　　（例）  (raukkai) →  (ravukkai)

　　　　　　 ＝女性用の短いジャケット（テルグ語より）
　　〈注〉 は文字の上では kauとも kel

¯
aとも読めるわけであるが、

（e)を含む音節に （l
¯
a)が続くタミル語の単語が存在しない

ので、混同されない。

　d）子音文字の発音
　子音文字は単一音で発音されないものが多いので注意が必要であ
る。次に個々の子音文字の発音の特徴について見てゆこう。

 1）kと発音される場合
　　　a．語頭 （物語）
　　　b．音節の終わり （bhakti）
　　　c． とダブるとき （側）
　　　d． のあと （恥）
　　　e． のあと （見張り）

2）単一で母音にはさまれると、k音がゆるむ。
 （敵）

3）特に数音節より成る語で最終音節で hとなる。
 （彼等）

4） ， ， のあとでは gとなる。
 （我々）

5）サンスクリット起源の語は、しばしばもとの音で発音される。
　（k, kh, g, gh, h）
 （n gam）へび　　 （guru）先生

　　…語頭に立たない。
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 1）sと発音される。　　 （正しい）　 （飢）
 2） ， ， のあとでは chとなる。

 （パッチャイ）緑　　 （努力）
 3） のあとでは jとなる。　　 （ウーンジャル）羽
 4）サンスクリット起源の語は、もとの音に従って発音される。

 （deśam）場所

＝ ña

（t.a）普通語頭に立たないが、ウルドゥー語起源の語には語頭に立つも
のがある。

 （小箱）

（ta）
 1）語頭で硬音。 （頭）
 2）ダブる場合も硬音。 （音）
 3）母音の間では軟音。 （語）
 4） のあとでは dとなる。 （これ）
 5）Skt.起源の語は、時として dhとなる。 （dharmam)

  （dhanam）

（na）　 と には本質的には差はない。
 1） は語頭に立つ。 （よい）
 2） は の前にくる。 （ 檀）
 3） は語末にはこない。
 4） は語頭に立たない。
 5） は ndrと発音される。
 6） と はしばしば置きかえられる。 ／ （狼）

（pa）
 1）語頭では硬音、P。 （布）
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 2）ダブる場合も同じ。 （失敗）
 3）母音間ではやや軟音。 （苦行）
 4） ， ， のあとでは、pと bの中間音 （友情）
 5） または のあとでは b。 （弟）

　＊他の言語を起源とする語は原音を保つ。 （bhayam  おそれ）
  （bandhu  親族）
  （Eng.  bank）

（ma）

（ya)

（ra）
 1） ， ， ， の前で は巻き舌になる。

 （私はあつめるだろう。）
 2） はダブらない。
 3） と は本質的には同音。ただし、 はやや巻き舌になる。
 　 は t, dの音を表すことがある。
 4） 、 は同音であっても、表記されると別の語を示す。

 （燃える）　　 （投げる）

（la）

（va）

（l.a）
 1）タミル語特有の音。rと lの中間のあいまい音。
 2） はダブらない。語頭にも立たない。

（l
¯
a）　反舌音
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（r
¯
a）

 1） ， の前で t音となることがある。
 （右）

 2） は ndr（前出）
 3） は tr音。　　 （投げる）
 4） は ttとなることもある。 （上昇）＝
 5） は語頭に立たず、 ， ， ， の前は必ず で示され

がくることはない。

（na）
 1）語頭に立たない。
 2） より強い音。
 3） の前では とはならず となる。

 　　 母音と強い子音の間に挿入される文字。（語形にあらわ
れる）

 （これ）＝

　e）サンスクリット起源の語を写す文字（5種）
 　 （śa） タミルでは となる。　 → （消滅）
 　 （sa） （本）
 　 （ja） 　janam（人） 　 （生命）
  u, は ， となる。
 （ks.a）タミルでは となる。 → （moks.a）
 (ha）タミルでは となる。　 →
   （ahim. s  不殺生）

2．タミル語の連声法

　タミル語の文章は、正式には、連書される。
　　　 .（彼はここには居ない。）
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　しかし、今日では、分書するならわしとなっている。
　　　 　 　 .
　 語末の音と次語の頭音には、一定の法則に従って、変化、省略、付加が
生ずる。
＊ 次の規則中で言う、2短音節語とは、1短母音より成る 2音節の語を
いう。
　　　（例） .‚ 　　 （牛）etc.

　 単純合成語を指すので、たとえば （パン）や （綿）など
は含まれない。
　 以下に連声の規則を述べるが、極めて重要なもののみに限ることとする。

（A)母音 連声
　Ｉ． 母音 終の全語（ただし 2短節語を除く）は、母音を語頭とする

語または接尾辞と結合するとき、 が消失する。
　　　　　 ＋ ＞ （耳の中で）
　　　　　 ＋ ＞ （ランプがない）
　　　　　 　 　 ＞ 　 .

　Ⅱ． 終の語で 2短音節語は、上記の結合のとき が挿入される。
　　　　　 ＋ ＞ 　牛の中に
　　　　　 ＋ ＞ 　中央に
　　〈注〉 ， ， はこの規則の例外。規則上に従う。

 　　　

　Ⅲ． ， ， 終の語は、母音始の語または、接尾辞と結合すると が
挿入される。

　　　　　 ＋ ＞ （ジャッカルの）
　　　 終の語は分書されるが母音と結合するとき が挿入されること

が多い。
　　　　　 　 　 ＞ 　
　　　　　 　 .
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　Ⅳ． ， ， ， ， ， ， 終の語が母音始の語または接尾
辞と結合すると が挿入される。

　　　　　 ＋ ＞ （王の）

（B）子音終の語の連声
　Ⅴ． 短母音をもつ 1音節語が無声子音で終る場合、母音始の語または接

尾辞と結合すると、その子音はダブる。
　　　　　 ＋ ＞ （右に）

（C） ， ， ， の挿入
　Ⅵ． 母音終の語が、 ， ， ， 始の語と結合すると、子音は一般に

ダブる。
　　　　　 　 ＞ 　 （あの虎）

（D）末尾音の規定
　Ⅶ． ， ， ， ＋ ， ， ＞
　　1）末尾 →
　　　　〈例〉 ＋ ＞ （みはり）
　　2）末尾 →
　　　　〈例〉 ＋ ＞ （日々）
　　3）末尾 →時々
　　　　〈例〉 ＋ ＞ （土瓶）
　　4）末尾 →しばしば
　　　　〈例〉 ＋ ＞ （黄金の像）

　Ⅷ．末尾 の規定
　　1） ＋ ＞ ＋ 　
　　　　 ＋ ＞ .
　　　　（彼は征服した。）
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　　2） ＋ ＞ ＋ 　
　　　　 ＋ ＞ .
　　　　（彼は祈った。）
　　3） ＋ ＞ ＋ 　
　　　　 ＋ ＞
　　　　（1秒）
　　4） ＋ ＞
　　　　 ＋ ＞
　　　　（第 1月）
　　〈注〉この規定は、しばしば無視される。

（E）指示小辞（ -、 -、 -）に関する規定
　　　指示小辞＋子音始の語＞子音がダブる
　　　　　 ＋ ＞ 　その家
　　　　　 ＋ ＞ 　この日
　　　　　 ＋ ＞ 　あの岸
　　　　　 ＋ ＞ 　いつ？

（F）その他の変化
　　 他の多くの変化が、タミル詩中に見られ、また時として散文中にもあ
らわれるが、省略する。

　　 また、サンスクリットの合成語が時々タミル語に導入されるが、その
場合、サンスクリットの連声の規則が適用される。

　　次の例は、普通の例である。
　　　　 ＋  or ＞ 　　 ＋ ＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カレンダー）
　　　　 ＋ ＞ 　　 ＋ ＞ （インドラ神）
　　　　 ＋ ＞ 　　 ＋ ＞ （日の出）
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3．名詞・代名詞・形容詞

　Ⅰ．名詞（ ）
　〔性〕 タミル語の名詞には、男性名詞（m.）女性名詞（f.）中性名詞（n.）

の別がある。
　　　　　男性名詞の例　 （神）、 （弟）
　　　　　女性名詞の例　 （女神）、 （妻）
　　　　　中性名詞の例　 （犬）、 （木）

　〔数〕名詞には単数（sg.）複数（pl.）がある。

　〔格〕格は 8格ある。格を列挙し、用法を略述する。
　　　（1）主格（Nominative, 略号 Nom.）主語（～は）
　　　　　Nom.は 6母音（ ， ， ， ， ， ）または
 8子音（ ， ， ， ， ， ， ， ）で終わる。
　　　（2）目的格（Accusative, Acc.）動詞の目的語（～を）
　　　（3）具格（Instrumental, Inst.）用具、手段、同伴（～により、～と伴に）
　　　（4）与格（Dative, Dat.）間接目的語、方向（～に、～へ）
　　　（5）従格（Ablative, Abl.）分離（～より、～から）
　　　（6）属格（Genitive, Gen.）所有（～の、～にとり）
　　　（7）依格（Locative, Loc.）位置（～において）
　　　（8）呼格（Vocative, Voc.）呼びかけ（～よ）

　〔格語尾〕名詞の変化は、語幹＋語尾の形で行われる。語幹は、名詞の
原型を保つ原型語幹と変化語幹とがある。語幹と語尾が結合すると
き、連声の規則が適用される。

　　　格語尾の基本型は次のとおりである。

　Nom.  ―
　Acc. 
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15タミル語初等文法ノート

　Inst. (1)　 (～によって）
 （2）　 （～とともに）
　Dat. （1）　 , （～に）
 （2）　 , （～のために）
　Abl. , , 
　Gen. , , , 
　Loc. , 
　Voc. , 

　　　〈注〉1） Dat.の は ， ， 終の語幹につき、 はそれ
以外の語幹につく。

 2） Abl.には 、 という形もある。
はふつう中性名詞につき、

は、常に人か、生物を示す語につく。
 3） Loc.の は中性名詞につき、 は人称名詞に

つく。文章語では、変化語幹が Loc.として用いられるこ
ともある。

 4） Voc.はNom.＋ の形をとるが、 終の人称・名詞の場合は、
しばしば をおとして、先行母音を強める。

  　　 ＋ ＞ （息子よ！）
  　　 ＞ （兄よ！）
   また 終の人称名詞には を保存するときと を延長

するときとがある。
  　　 （弟よ！）、 （弟よ！）

　〔複数形の格変化〕名詞の複数は単数に を加えて作られる。
　　　格変化は、複数形を単数と同様に変化させる。
　　　〈注〉 終の男性名詞は を にかえて を加え複数形を作る。
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　〔格変化の例〕　 （洗濯屋）、 （木）

Nom.

Acc.

Inst.

　
Dat.

　
Abl.

　 　
　 　

Gen.

　 　
　 　
　

Loc.

　 　
Voc.

　

　〔名詞変化の 4分類〕名詞の語尾変化は、次の 4種に分類される。
　　　Ⅰ． 終の男性名詞
　　　Ⅱ． 終の全名詞
　　　Ⅲ． ， 終の名詞（ ， のごとき 2音節名詞を除く）
　　　Ⅳ．上記以外の全名詞

　（1）第Ⅰ種変化
　　　1）変化語幹は、単数は Nom.と同じ。
　　　2）複数の Nom.は を にかえる。 →
 ふつうの用法では を付す。 
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17タミル語初等文法ノート

　　　　＊ 例外、 （少年）は複数 （ で
はない）。

　　　　　 （息子）は、複数 （ ではない）。
　　　　　 が用いられることもある。
　　　　　息子の複数は、一般に、 または .
　　　3） Voc.は Nom.＋ ，- で終る名詞は、 をおとして を延

長、- ならば、 をおとす。
　　　　　（例） 、 （弟子）→ 、
 （洗濯屋）→

　（2）第Ⅱ種変化
　　　1）変化語幹は を に変える。　 （絵）→
　　　2）複数は Nom.＋ 　　　　　　　
　　　3）変化語幹もしばしば所存を示す。
 　 （庭の道）

　（3）第Ⅲ種変化
　　　1）単数変化語幹は、終音の子音をダブらせる。
 （家）→
 （川）→
 （胃）→
　　　2）複数は、Nom.＋

　（4） 第Ⅳ種変化……Ⅰ～Ⅲに含まれない全名詞。大多数は中性、若干
の男性名詞（  父、  師）、若干の女性名詞（  娘、

 婦人、 女性）。
　　　1）変化語幹は Nom.と同じ。
　　　2）複数は、Nom. sg.＋
 　魚たち
　　　＊複数形の例外
　　　　長母音終の名詞、2単音節より成る名詞は、- を付す。
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 （はえ）→
 （師）→
　　　　 終の若干の名詞も同様である。
 （敵）→
　　　　また、規則Ⅶに従って変化するものもある。
 　石→ または
 　日→
 　娘→ （あまり使われない）
　　　＊ 第Ⅳ種変化の若干の名詞は Dat.の の前で を にかえる

ことができる。
 　日　　Dat.  , 　明日

　〔複合名詞〕
 名詞と名詞が合して、複合名詞となる。結合に際して連声規則が適

用される。前分は変化語幹となり、後分を修飾する。
 　頭痛
  　隣りの家　　 　隣接

　　　1） 名詞の変化語幹＋ （m.）または （f.）＞名詞の行為者。
  - - 　労働者
  - - 　労働する婦人

　　　2） （m. sg.）、 （f. sg.）、  （pl.）は変化語
幹について人称名詞を作る。

 　村  ―  　村人
 　真実  ―  　誠実な人
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19タミル語初等文法ノート

　Ⅱ．代名詞（ 　 ）
　〔人称代名詞〕
　（1）1人称・代名詞の格変化

sg. pl.

Nom.

Acc.

Inst.

Dat.

Abl.

Gen.

Loc.

　　　＊ 1人称複数のうち、 は“包含のわれわれ”であり、
　　　　　　　　　　　　　 は“除外のわれわれ”である。
　　　　すなわち、 は、話し相手を含む“われわれ”であり、
　　　　　　　　　 は含まない“われわれ”である。
　　　　祈りの時には、 しか用いることができない。
　　　　　　“ 　 　 ”
　　　　　　［私たちは悪業者でございます］。
　　　　 もしも が用いられると、“罪人たるわれわれ”の中に、話

し相手である神をも含むことになってしまう。
　　　＊  （1. sg.）の代りに、王などが （1. pl.）を用いること

がある。
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　（2）2人称代名詞の格変化

sg. pl.

Nom.

Acc.

Inst.

Dat.

abl.

Gen.

Loc.

　　　〈注〉＊  （2人称 sg.）は、召使いや小さな子供への呼びかけとし
て用いられる。宗教詩の中で神への呼びかけとして用いら
れることもまれにある。

 ＊  は複数だが、単数のていねい語として用いられる。キ
リスト教では神への呼びかけとして用いる。

 ＊  は、2重複数である。常にていねい語として用い
られる。

　（3）3人称代名詞の格変化

（sg.） m. f. n.

Nom.

Acc.

Inst.

Y01成田山紀要46　松本照敬先生横組　3校.indd   20 2022/09/08   9:15:33



21タミル語初等文法ノート

Dat.

Abl.

Gen.

Loc.

（pl.) m.f. n.

Nom.

Acc.

Inst.

Dat.

abl.

Gen.

Loc.
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　　　〈注〉＊複数 は 3人称単数の尊敬語として用いられる。
 ＊ 複数 は、3人称単数の 以上の尊敬語とし

て用いられる。
 ＊代名詞のGen.として変化語幹が用いられる。（ を除く）
 　（例）1人称単数　
 　　 　2人称単数　
 　　 　3人称単数　 　など。
 　 のように が加えられることもある。
 ＊  3人称中性の複数として、上記のように の代

わりに が用いられることがある。

　〔疑問代名詞〕
　（1）指示小辞を に代えると疑問代名詞となる。
　　　　　 （彼） → （どの男？）
　　　　　 （彼女） → （どの女？）
　　　　　 （それ） → （どれ？）
　　　　　 （彼ら） → （どの人たち？）
　　　　　 （それら） → （どのものども？）

　（2） と （誰？）が、男性・女性の単数複数に通じて用いられる。
Nom.  Inst.  abl.  Loc.  

Acc.  Dat.  Gen.  

　（3） は、何？どれ？どの？を意味する。
　　　〈例文〉 　 　 ?（大工は何を作ったのか？）
　　　Inst. 　何によって？
　　　

Dat. { 　
何のために？

 

　（4） は〔2つ以上のもののうち〕“どれ？”を意味し、 と同様
に変化する。
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23タミル語初等文法ノート

　　　　　 　 　 ?
　　　　　（2つのうち、どちらが大切か？）

　〔再帰代名詞〕
　　　 再帰代名詞 は動詞の主語に言及し、彼自身、それ自体など

を表す。1人称代名詞 と同様に変化する。（従って pl.は 2種
ある。）

　　　〈注〉 別語として不変化辞 がある。これが付加されると語が
強められ、「まさに」「実に」などを意味する。

 　 .（それは真実に他ならぬ。）

　〔形容代名詞〕
　　　形容代名詞には、指示と疑問の 2種がある。格変化はしない。
　　　　（1）指示形容代名詞 （あれ） sg.  pl.

　　　　　　　　　　　　　 （これ） sg.  pl.

　　　　（2）疑問形容代名詞 （どれ） sg.  pl.

　　＊  ， ， の代わりに -， -， -が指示小辞として
語頭に加えられる。

　　　　　 、 、 ＋母音 ＞ 、 、 ＋ （ダブる）＋母音
　　　　　　　〃　 　＋子音 ＞ 　　〃　 　＋子音（ダブる）

　　　　　（例） 　その時
 　それらの葉（葉　 ）
 　この村で（村で　 ）

　　＊指示小辞のついた次の語は、“～のような”という意を表す。
　　　　　  （そのような）
　　　　　  （このような）
　　　　　  （どのような）
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　　　これらに 3人称の人称語尾を加えると、名詞となる。
　　　　　  （そのような男）
　　　　　  （そのような物）

　　　また、‘このような’意をもつ という語がある。
　　　　　 　 （このような馬どもに）
　　　　この語も人称語尾を加えると名詞となる。
　　　　　  このような男
　　　　　  このような女
　　　　　  このようなもの

　〔疑問詞の全称辞化〕
　　　疑問詞に を加えると普遍を表す。
　　　　　 （どこ） （どこでも）
　　　　　 （いつ） （いつでも）
　　　　　 （だれ） （だれでも）
　　　　　 （どの人びと） （または ）
 （どの人びとでも）
　　　　　 または （どのものども）
　　　　　 （ ）
　　　　　 （あらゆるものども）

　　　　 これらの語は否定の動詞と合して、“どこにも～ない、決して～
ない、だれも～ない”などの意味となる。

　　　　　 　 　 .
　　　　　　　（彼は決してこない）

　　　＊ のつく語が変化するときは が最後にくる。
　　　　　 　→　Dat.  .
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25タミル語初等文法ノート

　　　＊ のついた語は限定する名詞のあとにくる。
　　　　　 　 （すべての人々に）
 （Nom.) (Dat.）

　　　＊ 疑問詞が形容代名詞のとき、普遍性の意味は限定される名詞に
をつけて表す。

　　　　　 　 　 　 .
　　　　　どの 村にも 犬が いる。

　〔代名詞語尾の付加による合成名詞〕
　　　 形容詞に代名詞語尾 ， ， を付加して合成名詞が作ら

れる。
　　　（例） （よい）  善い男
　　　　  善い女
　　　　  ＊よいもの
　　　　  よい人々
　　　　 ‚ 
  よいものども
　　　　＊ ， の代わりに ， も用いられる。
　　　　　　　 　よい男　　 　よい人々
　　　　　　　　 　偉い人々

　Ⅲ．形容詞
　1）形容詞は、名詞の前に置かれ、名詞を修飾する。語尾変化はしない。
　　　　　 　 （よい馬どもに）

　2） 名詞が次にくる名詞を修飾して形容詞の働きをすることも多い。前
置される名詞は、主格または変化語幹と同じ形をとる。

　　　　　 （密林）　　 　 　密林の道
　　　　　 　頭痛
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　3） または を加えることにより、多くの名詞が形容詞とな
る。これらの接尾辞は所有を示す。（後出する関係分詞である。）

　　　　　 　喜び
　　　　　 　 　喜んでいる男
　　　　　 　美しさ
　　　　　 　 　美しい婦人
　　　＊これら形容詞化した語に人称語尾を加えると人称代名詞となる。
　　　　　 　美しい物（動物）

　4）名詞から形容詞への変化
　　　a）- 終の名詞は - に変わって形容詞となる。
　　　　　 　鉄　　 　鉄の棒
　　　b） 終の名詞は に変わって形容詞となることがある。
　　　　　 　薬　　 　薬袋
　　　c） 終の名詞は に変わって形容詞となることがある。
　　　　　 　仔牛　　 　 　仔牛の道
　　　d） 性質を示し で終わる若干の名詞は に変わって形容

詞となる。
　　　　　 　偉大　　 　偉大な
　　　　　 　新しさ　　  　新しい

　5）タミル語の形容詞には、比較級や最上級の形はない。
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27タミル語初等文法ノート

4．数詞、後置詞、接続詞、副詞、間投詞

　Ⅰ．数詞
　1）基数

001   011   21  

002   012   22  

003   013   23  

004  ,  014  ,  25  

0v5   015   29  

006   016   30  

007   017   31  

008   018   

0v9   019   

010   020   

040   101  

050   102  

060   200  

070   300  

080   

090   1000  

100   

　＊タミル文字による数詞の表記
　　　1　  06　  今日ではアラビア数字による
　　　2　  07　  表記がふつうになっている。
　　　3　  08　
　　　4　  09　
　　　5　  10　
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　2） 以外の基数は形容詞として用いられる。形容詞としての数
詞は修飾する名詞に先行し、格変化はしない。

　　　　　 の形容詞形は または である。
　　＊ 抽象的な数を示す名詞として用いられるとき基数は第 4種変化の名

詞のように変化する。
　　　　　 　 　 .（5のうち 2を与えよ。）

　3）2～ 8には通常の形のほか、特殊な形容詞形がある。
　　　　　2．   ―  ,  6．   ―  

　　　　　3．   ―  ,  7．   ―  

　　　　　4．   ―   8．   ―  

　　　　　5．   ―  

　4） 数によって限定される名詞が男女の性をもつとき、 （または
人）が、しばしば挿入される。

　　　　　 　 　 　4人の兄弟

　5）数詞形容詞に人称語尾のつく形がある。
　　　　　 　1人の男　　 　3人の人

　6）〔配分詞〕配分詞は次のような形をとる。
　　　　　 　1つずつ　　 　2つずつ
　　　　　 　3つずつ　……

　7） 〔序数〕序数は、基数＋ （形容詞）、または基数＋ （形
容詞または副詞）の形をとる。格変化はない。

　　　　　 （第 1の、例外の形）
　　　　　 （第 1の、第 1に）
　　　　　 （第 2の）
　　　　　 （第 2の、第 2に）
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29タミル語初等文法ノート

　Ⅱ．後置詞
　1）Nom.につくもの
　　　a） , 　～まで（主として場所に言及）
　　　b） , , , 
 ～まで（時間と場所の双方に言及）
　　　c） , , 　～から

　2）Acc.につくもの
　　　a） 　～について
　　　b） , , 　～のような
　　　c） , 　～以外
　　　d） , , 　～のまわりに
　　　e） 　～によって

　3）Dat.につくもの
　　　a） 　～に、～のために
　　　b） , 　～の中に
　　　c） , 　むこう側で
　　　d） , 　こちら側で

　4）ふつう Dat.につくもの
　　　a） 　～の前に　　　 , , , 
  , 
　　　b） 　～の後に , , , 
  , 
　　　c） , 　～の下に
　　　d） ,  　
  家の上方に（接触せずに）
　　　　変化語幹につくと 　
　　　　　（接触して）上に 家の上に（接触して）
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　Ⅲ．接属詞
　1） は、次のような形で接属詞として機能する。
　　　＊ 　 　
 Acc. ＋ um. Acc.＋ um Acc. pl.＋ um

　　　　 .
　　　＊ 　 　 　 .
 Nom. Nom. Acc. pl.＋ um.

　　　　（彼は、家と庭と馬たちとを与えた。）
　　　＊ 　 , 　
 Acc. Gen.

　　　 　 　 .
　　　　（彼を見ることも、彼の言葉を聞くことも、私は望まない。）

　　　〈注〉 は数とともに用いられると‘全部’の意味となる。
　　　　 　 　 　 　10人の人が来た。
　　　　 　 　 　 　10人とも来た。

　　　　　・単一の語につくと、その語を強める。
　　　　　・動分詞につくと、譲歩の意味を表す。
　　　　　・Voc. 関係分詞、定動詞にはつかない。

　2） は、名詞について、“～か、～か”の意味を表す。
　　　　　 　 　（君か私か）

　3） 　または

　4） , 　もしも、しかし

　5） , , .　～にもかかわらず

　6） , 　それゆえに
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　Ⅳ．副詞
　1）副詞として用いられる語
　　　a．以後 , 
　　　b．まだ , 
　　　c．以前に , 
　　　d．のちに , , 

　2）名詞に , を加えて副詞が作られる。
　　　　　 　よろこび、  } 

よろこんで
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　3）不定詞が副詞として用いられる例
　　　　　 　たくさん　　 , 　一緒に
　　　　　 　自由に

　4） は“なぜ？”という意で用いられる。
　　　　　 　 　 　 ?
 彼は 金を なぜ もって きたのか？

　Ⅴ．間投詞
　タミル語では、間投詞はひんぱんに用いられる。
　　　1）呼びかけ： , , , , 
　　　2）答え： , , , 
　　　3）喜びの表現： , , 
　　　4）悲しみの表現： , , , 
　　　5）驚きの表現： , , 
　　　6）転蔑の表現： , 
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5．動詞

　タミル語の動詞は、肯定形と否定形に大別される。

　Ⅰ．肯定形の動詞
　〔1〕命令法
　1） 単数の命令形は語根と同形である。子供や目下の者に対してのみ用

いられる。
　　　〈例〉 　読め　　 　なせ　　 　見よ
　　　　　〔主語は である。〕
　2）ていねいな命令形は、語根＋ の形である。
　　　〈例〉 , , 
　　　　　〔主語は 、従って形式上は pl.であるが sg.に使われる。〕
　3）複数の命令形　語根＋ 〔主語　 〕
　　　〈例〉 , , 

　　　＊ ていねいな命令形として、単数にも用いられる。語根＋ よ
りも格式ばっている。ただし、近代の用法では、子供や召使いに
対する以外には、一般的に使用される。

　　　＊ 次の動詞は、不規則な形の命令形となる。
　　　　語根 sg. pl.

　　　　　 (くる）  , 
　　　　　 （与える）  , 
　　　　　 （行く）  , 

　〔2〕三時制
　1）時制の表現…… 時制は、語根＋媒辞＋人称語尾によって作られる。
　　　a）媒辞が時を表す。
　　　　　現在を表す媒辞 , 
　　　　　過去　　　〃 , , 
　　　　　未来　　　〃 , 
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33タミル語初等文法ノート

　　　〈注〉＊若干の動詞は過去で をとる。 （なす）
  （私はなした。）
 ＊若干の動詞は語根の最終子音がダブる。
 　　　　　 （はなれる）　　 （私は去った。）
 ＊ , の代わりに、 が使われることがある。
 　　　　　 　　私は読む。
 　　　　　

　　　b）人称語尾
sg. pl.

1人称   

2人称   , 
3人称 { （m.） } , 

　 （f.）
　 （n.）  

　　　＊  , は、 , に各々対応する。複数だが単数のて
いねい語として用いられる。 , も同様である。

　　　＊ 媒辞の最終音は、人称語尾の頭初の母音に置きかえられる。
　　　　　 ＋ ＋ ＞  私は得る。
　　　　　 ＋ ＋ ＞  私は得た。
　　　　　 ＋ ＋ ＞  私は得るであろう。

　　　c）動詞変化の例　　
sg.

現在 (pres.) 過去 (past.) 未来 (fut.)

1．
2．

3．m: }f. 

n. 
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pl.

現在 (pres.) 過去 (past.) 未来 (fut.)

1.

2.

3. }

　　　〈注〉＊ 3. n. pres. pl.において の前に必ず が挿入される。
 ＊ 3. n. fut.については単複同型。
 ＊ 過去の媒辞が をとる動詞は 3. n.で最後の を

または に変えることができる。 ＝
＝ .

　〔3〕動詞の分類
　　　タミルの動詞は、弱・中・強の 3語幹動詞に分類される。
 現在形 未来形 過去形
　　　（1）弱語幹動詞 ……   4変化
　　　（2）中語幹動詞 ……   1変化
　　　（3）強語幹動詞 ……   2変化

　○弱語幹動詞の例
 現在 過去 未来
　　1） （なす）   

　　2） （知る）   

　　3） （得る）   

　　4） （去る）   

　○中語幹動詞の例
　　5） （食べる）   
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35タミル語初等文法ノート

　○強語幹動詞の例
　　6） （読む）   

　　7） （歩く）   

　〔4〕自動詞と他動詞
　　　 多くの動詞語根から、自動詞と他動詞が作られる。自動詞は主語の

経験や対象に及ばぬ行為を、他動詞は対象に及ぶ行為を表す。
　　　 1語根から自・他の動詞が作られる場合、前者は弱語幹変化の 1

つに従うことが多い。（未来は ）、後者は強変化で（未来
）ふつうは第 6変化である。

　　　〈例〉 （滅する 3. decay, perish）
 現在 過去 未来 不定詞
　　　自 ‚ ‚ ‚ （亡びる）
　　　他 ‚ ‚ ‚ （亡ぼす）

　〔5〕不定詞
　　　不定詞は、目的を表現する。
　　　　　現在形が となる動詞は、語根＋

（連声の法則が働く）
　　　　　　〃　　 　　〃　　 　語根＋

　　　　（例）
　　　　　　　 （得る） 
　　　　　　　 （経験する） 
　　　　　　　 （取る） 
　　　　　　　 （学ぶ） 
　　　　　　　 （歩く） 

　　　　（例文）
　　　　　　　 　 　 .
 （それを見るために彼らは来た。）
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　　（慣用的表現）～の時
　　　1） 　 , 　 　 　 .
 （このようで あったとき、 ある日 1人の 猟師が やってきた。）
　　　2）ていねいな命令、願望
 　 .（どうぞ言ってください。）

　〔6〕動分詞（Verbal Participles）
　　　 動分詞は、タミルの文章の中で多用され、日本語の「…して」とい

う語法に相当する。

　1）動分詞は、過去形第 1人称の を落とし、 を に変えて作る。
　　　 （私は得た） → （得て）
　　　  → （学んで）
　　　  → （言って）
　　　  → （取って）

　2）弱変化第 3型動詞の語根は、上の規則の例外となる。
　　　（ 終動詞、過去形は ）
　　　この場合は、単に最後の を去って作る。
　　　　　  → （提出して）
　　　　　  → （書いて）
　　　　　  → （疲れて）

　　　次の動詞にも注意が必要である。
　　　　　 （語根 言う） → （言って）
　　　　　 （または ）（語根 行く）
 → （行って）
　　　　　 （または ）（語根 ある、なる）
 → または
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37タミル語初等文法ノート

　3）動分詞の例文
　　　　　 　 　私は歩いてきた。

　4）動分詞＋ は‘けれども’という意を表す。
　　　　　 　 　 　 .
　　　　（私は　残っていたけれども　彼は　行った。）

　〔7〕関係分詞（Relative Participles） 　
　1） 関係分詞は、名詞に先行して、名詞を修飾する。現在、過去、未来

の 3形がある。
　 　 現在と過去の形は、それに相当する時制の 3人称単数中性形から最

後の をとった形、未来は、未来形の 3人称単数中性と同形である。

　〈例〉
　　　3. sg. n. 関係分詞
　　　  ………… （現在） 得ている…
　　　  …………… （過去） 得た…
　　　  …………… （未来） 得るであろう…

　　＊ 過去時制で をとる弱語幹第 3変化の過去関係分詞は、最
後の を に変えることがある。

　　　したがって、 または となる。
　　　 （ 、ある）の過去関係分詞は、 または となる。

　〈例文〉
　　　 　 　 　 （少年が見たその犬）
　　　 　 　 　 ?（そこへ行く男は誰か？）
　　　 　 　 　
　　　 　 　 　 .
　　　（今日、米を買った店員は、明日　雄牛を買うだろう。）
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　　　           .
 （土手に ある 1本の 大きな 木を 私は見る。）
　　　 　 　 　 　 .
 （私が 明日 読むであろう 本は これだ）

　2）関係分詞と結合する接尾詞
　 　関係分詞は、時・方法・目的などを表す接尾辞と結合する。
　　a）一般に未来形の関係分詞＋ 　～するやいなや、
　　　　　···· 　 , ····　質問するやいなや、…
　　b)関係分詞＋ 　～の時、
　　　　　···· , ····　質問したとき、…
　　c） 過去形の関係分詞＋ （または ）すぐに、～するや

いなや、…
　　　　　···· , ····　めざめさせるやいなや、…
　　d） 現在・過去形の関係分詞＋ , , 　～のように、

～に従って、
　　　　　 　 　 .
　　　　　彼が言ったように私はやるだろう。
　　e） 未来形の関係分詞＋ , , , 
 ～のために、
　　　　　 　 , ···　金を与えるために、
　　f） 過去（時として現在）の関係分詞＋ 　
 ～ので、～のゆえに、～だから、
　　　　　···· 　 　  , ···
 遠い 地方へ 行く ので
　　g）過去の関係分詞＋ 　～のように、～に従って、
　　　　　 　 　 ,　汝が命じたように…
　　h） 過去の関係分詞＋ , , , 　etc.

 ～ののちに、
　　　　　 　 　 ,　2、3日すぎたのちに、…
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39タミル語初等文法ノート

　　i）未来の関係分詞＋ 　～のために、
　　　　　 　 , ····
 穀物を 食べる ために
　　j）過去・現在・未来の関係分詞＋ , 　～のときに、
　　　　　 　 　
 通りへ ついて 見た とき
　　k）過去・現在の関係分詞＋ 　 ～の時でさえ、～にもか

かわらず、～でさえも、
　　　　　 　 　 　 , ····
 2、3日 たった けれども、
　　l）過去の関係分詞＋ 　～するやいなや、
　　　　　 　 　 , ····
 箱を もって くるや 否や、
　　m）未来の関係分詞＋ , , 　～の前に、
　　　　　 　 　 , ····
 洪水が 来る まえに、
　　n）関係分詞＋ , , , } 

～まで
 , , 
　　　　　 　 　 , ····
 彼が 死んで 去ってしまう まで、
　　o）過去・現在の関係分詞＋  }  

～する限り
 過去の関係分詞＋　　　
　　　　　 　 　 , ····
 タミル 語を 研究した限りでは、

　〔8〕分詞状名詞
　　　 関係分詞は , , などの人称語尾と結合し合成名詞とな

る。この形を分詞状名詞という。
　　　 この名詞は、動詞の行為の行為者を示し、語尾に応じた代名詞の変

化に従う。関係分詞と語尾の間には が挿入される。
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　　（例） 　なす
（現在） （過去）

{  （為す男）  （為した男）
sg.  （為す女）  （為した女）

 （為す物）  （為した物）

　{ mf.
 （為す者たち）  （為した者たち）

pl.  （為す者たち）  （為した者たち）

n.（ } 
（為す物ども） } 

（為した物ども）
　

　未来形は、現在形で をとる語根＋ 　}＋語尾　の形となる。　　　　　　　〃　　 　　〃　 　

　　　（例） , 
　　　　　　　（未来）
　　　  （為すであろう男）
　　　sg. {  （為すであろう女）
　　　  （為すであろう物）

　　　  （為すであろう者たち）
　　　

pl. {  （為すであろう者たち）
　　　 （  （為すであろう物ども）
　　　 　

　　　（例文） 　 　 　 ?
　　　　　　　天と地とを創造した者は誰か？
　　　　　　　（… は複数形であるが単数のていねい語）
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41タミル語初等文法ノート

〔9〕動名詞
　　タミル語は、数種の動詞がある。
　　a）- , - 型（Nom. Dat.の型で用いられることが多い）
　　　　　現在形が、 となる動詞の語根＋
　　　　　現在形が、 となる動詞の語根＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（まれに ）
　　　　　　（例） → 　なすこと
 　 → （ ）学ぶこと
　　b）- , - 型
　　　　　 をとる語根＋
　　　　　 をとる語根＋
　　　　　　（例） → 　行くこと
 　 → 　歩くこと
　　　　＊ Loc.の形の用法が多く、行為のおこる時を示す。
　　　　　 Inst.の形で、理由・原因を示す。
　　c）- 型
　　　　　不定詞＋
　　　　　　（例）  ―  ―  なすこと
 　  ―  ―  来ること
 　  ―  ―  聞くこと
　　d） - , 型（この型は他の語を支配せず、純粋の名詞として用い

られる）
　　　　　 をとる語根 ― ＋
　　　　　 をとる語根 ― ＋
　　　　　　（例） →  知ること
 　 →  学ぶこと
　　e） 型
　　　　　 この型は、〔8〕の分詞状名詞の中性・単数と同型であり、過去・

現在・未来の時制がある。
　　　　　  知ること
　　　　　  知ったこと
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　　　　　  知るであろうこと
　　　　＊この型は、分詞状名詞か動名詞かの区別が明瞭でない。

　Ⅱ．動詞の否定形
　（1）単純否定形　動詞語根＋人称語尾（連声の規則適用）
　　　全時制に言及するがふつうは習慣的な現在時制として用いられる。

　　（例） （学ぶ）, （歩く）
sg. pl.

1  

2  

3 m. 
m.f.

  { 

f.      

n. n.     

　　〈注〉 と を除き、この否定形は、3. sg. n.以
外はあまり用いられない。

　　　　　（例文）
　　　　　 　 　 　 　 .
 それに ついて 私は 1つも 知らない。

　（2）否定形現在
　　　分詞状名詞（現在・中性・単数・主格） ＋
　　　　　（例文） 　 .　私は学ばない。
　　　　　　　　　　　　（＝ 　 ）
　　　　　　＊  型動名詞の過去・未来の n. sg.も時々 と共に

用いられ否定の過去・未来を作る。
　　　　　（例文） 　 　 .　私はしなかった。
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　（3）否定形過去
　　　不定詞＋
　　　　　（例文） 　 .　私は学ばなかった。

　（4）否定形未来
　　　不定詞＋ （できる、～であろう）＋人称語尾
　　　　　（例文） 　 .　私は学ばないだろう。

　（5）命令形の否定
　　　単純否定の 3 sg. n.の を にかえる。
　　　ていねいな形は を加え、複数形は を加える。
　　　　　（例文） （それは学ばない）→ 　学ぶな
 , .

　（6）動分詞の否定（2つの作り方がある）
　　　（ⅰ）語根＋  

　　　（ⅱ）語根＋  （3. sg. n. 否定形と同型）

　（7）関係分詞の否定
　　　単純否定 3. sg. n.の を にかえる。
　　　 →
　　　　　　　　　学ばなかったところの　　　　
　　　　　　　　{  学ばぬところの　　　　　　

{

  3時制に言及
　　　　　　　　　学ばないであろうところの
　　　　　（例文） 　 　 .
 　打たれぬ雄牛は従わない。
 ＊最終の は時々略される。＜

　（8）否定の分詞名詞
　　　否定の関係分詞＋人称語尾（3時制に言及）
　　　　　（例）
 なさぬ者　なさなかった者　なさぬであろう者
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　（9）否定の動名詞
　　　否定形の 3. sg. n.の を にかえる。
　　　　　 → 　学ばぬこと
　　　＊否定の動詞＋ は完全な否定形を作る。
　　　　　 　   }  

私はしゃべらない。
　　　　　

　Ⅲ．受動態、再帰動詞、使役法
　（1）受動態
　　a） タミル語に受動態はないが、不定詞＋ の形で受動の意味が示

される。
　　　　　 　 .　私は打たれる。
　　　　　 　 　 .　金が与えられる。
　　b）経験されることを表現する名詞は慣用的に と結びつく。
　　　　　 ＋ ＞ 　 　彼は悲しんだ。
　　　　　  　彼は打撃を経験した＝彼は打たれた。
　　c） （ 、食べる）、 （感ずる）も経験する意を表し、

動詞語根または名詞と結合して受動の意味となる。
　　　　　 .　彼は打撃を経験した。＝彼は打たれた。
　　　　　 .　私は怖れを経験した。＝私は怖れた。

　（2）再帰動詞
　　a）再帰の意味は、動分詞＋ 　の形で表される。
　　　　　 　 　 .
　　　　　彼自身を見るように（＝自覚するように）と私は言った。
　　b）動分詞＋ は連続する行為をも表す。
　　　　　 　 , 　 .
 このように 言って 道で 彼らは けんかを続けた。
　　c） は単なる虚辞としても用いられる。
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　（3）使役法
　　a）一般的に使役動詞は次のように作られる。
　　　　　 をとる語根 ＋
　　　　　 をとる語根 ＋
　　　使役動詞は、強語幹第 6変化に属する。
　　　　（例） 　なす。　　 　なさせる。
 　  私はさせる。
 　  私はさせた。
 　  私はさせるだろう。
　　b） をとる若干の動詞は、 を加える。
　　　　（例） , 　みせしめる＝示す。
 　学ぶ。　　 　学ばしめる＝教える。
　　c）若干の語根は を加えて使役法を作る。（弱語根第 3変化）
 →
　　d）変化して使役法を作る動詞もある。
 （歩く）→ （歩かせる）
 （もどる）→ （もどらせる）
　　（例文） 　 　 .
 王さまは 床屋を 呼ばせた。

　Ⅳ．助動詞
　　a）必要を示す助動詞　
　　　　　 （会話体　 ）
　　　　　否定形　 （会話体　 ）
　　　　　関係分詞　
　　　　　分詞状名詞　

　　　〈例文〉 　 　 　 ?
 10ルピーが 君にとって 必要か。
 　 　 　 .
 その 箱は 私にとって 必要ない。
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　　　　　＊必要なものが Nom.  必要とする人が Dat.で示される。
　　　　　　不定詞＋ ＝～せねばならぬ。
　　　　　　　〃　＋ ＝～してはならぬ。
　　　　　　　 　 ＝学ばねばならぬ。
　　　　　　　 　 ＝行ってはならぬ。

　　　　　　 　 　
　　　　　　　＝私に入ってくるべき金。
　　　　　　 　 　
　　　　　　　＝私はなすべきことをなすだろう。

　　b） 動詞　 （結びつく）は、助動詞として用いられ、可能・不可
能・適合・不適合・禁止・随伴などを表現する。

　　　1） （可能、適合）
　　　　　　　 　 　 ? .（Inst.＋）
 それは 彼によって なされうるか できる。
　　　　　　　 　 　  .（Dat.＋）
 これは この 目的に 適合している。
　　　2） （ の否定）
　　　　　　　 　 　 .
　　　　　　　（それは彼によってなされえない）
　　　　　　　 　 　 .
　　　　　　　（これは目的に適合しない）
　　　3） ＝強い禁止の命令
　　　　　　　 　 　 ＊　 .
 その木を 汝は 切っては ならぬ。
　　　　　　＊ ＝ cut.

　　　4）関係分詞　 （可能、適合）　 （不可能、不適合）
　　　5）不定詞　 （変化語幹＋ ＝～と共に）
　　　　　　　 　 　 .（私と一緒に来い。）
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47タミル語初等文法ノート

　　　6） （不可能）“否定の名詞形”
　　　　　　　 　 　 , ····
　　　　　　　マドウライへ　　行くことができないことによって、

　　c） 動詞 （しかる）は、多く否定形として“できない”の意
を表す助動詞の働きをする。

　　　　　　 .　私はできない。
　　　　＊否定形の関係分詞　
　　　　　　 　 　 ?
　　　　　　勉強したくない少年は彼か？
　　　　＊否定形の動分詞　 , .

　　d）動詞 は、“ふさわしい”を意味する助動詞として使われる。
　　　　 3 sg. n. の未来形 は と短縮され、- 終動名詞につ

いて許可を表す。
　　　　　　 　 .　あなたは行ってよい。
　　　　　　 　 .　そのようにしてよい。
　　　　＊否定形　
　　　　＊  - の疑問に対する禁止の返答としてしばしば が

使われる。
　　　　　　 　 　 ?
　　　　　　私はこのようにしてもよいか。
　　　　　　 .　してはならない。

　　e）動詞 （ふさわしい）は、不定詞について助動詞の働きをする。
　　　　　　不定詞＋ （～すべきである）
　　　　　　不定詞＋ （～すべきでない）
　　　　　　 　 　 　 　 .
 男は 自分の 妻を 打つ べきでない。
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　　f） 不定詞の終字 -aに代えて をつけると許可を表す。会話体
の用法であり、全ての数、人称に通用する。

　　　　　　 　 .　彼に来させよ。

　Ⅴ．条件法と願望法
　A．条件法
　　a）条件文は、1人称単数過去形の を にかえて作る。
　　　“～ならば”
　　　　　  → 

　　　　　  → 

　　　〈例文〉
　　　　　 　 ＊ , .
 あなたが 呼ぶならば、 彼らは来るだろう。
　　　　＊ ＝ to call

　　b） にしばしば がつく。
　　　　　 （śabda）　 , 　
 音を 聞いたかのように 彼は ドアーを
　　　　　 （= u ppen） 　 .
 開けて 見た。
　　c）会話では使われない、別の形の条件文がある。
　　　　　 をとる語根 ＋  

　　　　　 をとる語根 ＋  

　　　　　 　 　 , 
 彼が 理性的に 振舞うならば 彼の
　　　　　 　 .
 仕事は 成功するだろう。　vs- idh

　　d）“～でなければ”という否定形の条件文は次のように作られる。
　　　（ⅰ） 否定の動分詞＋ （この形のとき、否定の動分詞の

末尾の はしばしば略される。）
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49タミル語初等文法ノート

　　　　　　 　
　　　　　　 　
　　　　　 　 ,   
 彼が くるならば 彼と一緒に 私は語るだろう。
　　　　　 , 
 こなければ
　　　　　 　 （= help.） .
 彼に 助力できない。
　　　　＊  の動分詞 に対する は、“もし

～なければ”、あるいは“さもなければ”の意で用いられる。
　　　　　 　 , 　   
　　　　　 ,   .
　　　　　 彼がくれば彼とともに語るだろう。さもなければ、彼に助力し

ないであろう。

　　　（ⅱ）否定の動分詞＋
　　　　　 　 　 　 , 
 その 学課を 学ばないのならば
　　　　　 　 　 　 ?
 それを あなたは どのように 知るのか。
　　e） 条件法の ＋ は、～にもかかわらず、たとえ～であって

もの意味となる。
　　　　　 　 , 　 ?
 私が たとえ言ったとしても、彼は するであろうか。

　B．願望法
　　a）願望法はふつう、不定詞＋ の形で表される。
　　b）動詞の第 1人称、または第 2人称未来形＋
 3人称中性の願望は、 終の分詞状名詞＋
　　　　　 　 　
　　　　　　　汝の王国が来らんことを！
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　　c）語根＋ も願望法を作る。
　　　　　 , 　栄えあれ、王よ！
　　　　　　　（ ）生きる。繁栄する。
　　d）否定の願望法は否定の動分詞＋ の願望法の形をとる。
　　　　　 　 　あなたが失敗しませんように！
　　　　　　　（ ）失敗する

6． の用法

　 は話し手の言葉をうけたり、名詞節を導いたりして、英語の
that、梵語の iti、日本語の“～と、～といって”、などの働きをする。

　　　　　 　 　 　
 彼が そこに いる ことを
　　　　　 　 .
 私は 知っている。

　　　　　 　 　 .
　　　　　「私は来るだろう」と彼は言った。　　　　私＝彼
　　　　　 　 　 .
　　　　　「彼はくるだろう」と　彼は言った。　話し手の彼≠話中の彼
　　　　＊ は擬声語をうける。
　　　　　 · 　 　 .
 パタパタと 仕事を 彼はする。

7．時制の用法

　　a）現在　　 現在の行為を示す。また未来の行為に言及することもあ
る。しばしば習慣を示す。

　　b）未来　　未来の行為を示す。習慣を表すこともある。
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51タミル語初等文法ノート

　　c）完了形
　　　　　　現在完了　動分詞＋ の現在形　
　　　　　　過去完了　動分詞＋ の過去形　
　　　　　　未来完了　動分詞＋ の未来形　
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